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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、HDRにおけるCSTA、RSNA、動脈圧、脳血流の変動を時系列で分析し、HDR時に

交感神経活動が脳血流の調節作用を持つかどうか検討したものである。HDRによる体液の頭

方移動に対し、交感神経抑制を介して動脈圧が低下することで、脳への灌流圧を低下させ

ることを示した。この交感神経抑制はBRより速い応答であり、CSTより腎交感神経で顕著で

あることを示した。さらに両CST切断群、α受容体遮断薬投与群で、HDR中の脳血流量に変

化がないことを明らかにし、HDR時の脳血流の自動調節能のメカニズムは、本質的には筋原

性であることが示唆された。本論文の内容は体位変換時の神経性調節機序の理解に重要な

知見を与えるものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


